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新しいWWWブラウザーが発表され

たと聞いて、何を最初に思い浮かべ

るだろう。「どんな機能が増えたの

かな？」「インターフェイスは？」

などなど、楽しみな点は人それぞれ

かもしれない。でも、そこで「どん

なHTMLが使えるようになったのか

な？」と考える人なら、ぜひこの

HTML TIPS＆TRICKSを読んで

ほしい。今月からスタートするこの

コーナーは、最新のHTMLを誰より

も早く使ってみたいという「新し物

好き」のあなたのためにある。これ

までは新しいHTMLが登場しても、

解説本などが出版される半年後にな

ってやっと使い始めるというのが現

状だった。でももう安心してほしい。

このコーナーでは、次々と登場する

ホットなHTMLを使った便利な

TIPSを、誰よりも早くお届けする。

さらに、「HTMLパズルに挑戦しよ

う」のコーナーでは、最新HTMLを

使いこなすための奇問難問にチャレ

ンジしていただく。「HTMLならお

まかせ」という人はもちろん、これ

からHTMLをものにしたいと考えて

いる人も、ゲーム感覚でこのコーナ

ーを楽しんでほしい。

誰よりも早く最新のHTMLを
使ってみたい

このコーナーを楽しむために
誰よりも早く最新のHTMLを使うとなると、

どうしても避けて通れないのがWWWブラ

ウザーの互換性の問題だ。そこでこのコー

ナーでは、TIPSごとのブラウザーの対応状

況をアイコンで表している（12月10日現

在）。これを参考に、使用するWWWブラ

ウザーを選んでほしい。

インターネットエクスプローラ3.0以上

ネットスケープナビゲーター3.0以上

新 連 載
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黄色のマーカーの秘密は今話題の「スタイル

シート」だった。スタイルシートは、文字のスタ

イルを自由に定義できるだけでなく、このTIPS

のように背景の色も思いのままに指定できる。基

本の記述の仕方は次のとおりだ。

<STYLE="何を: どうする">

「何を」の部分を「アトリビュート」といい、フ

ォントの大きさなら"font-size"､行間なら"line-

height"など、定義する内容を記述する。「どう

する」の部分は「値」と呼ばれ、アトリビュート

の具体的な数値などを指定する。この例では

"background"（背景）を"yellow"にするように

定義しているわけだ。<SPAN>タグは文字列の

一部分だけにスタイルを定義するときに使う。文

脈の中で、"文字のサイズも変えず、改行もした

くない場合は<SPAN>を使う"、と憶えておこう。

これで黄色のマーカーの謎は解けた。このテクニ

ックは、アイデア次第でいろいろな場面で使える。

マスターすれば、画像を使う機会がぐんと減るか

も？

◆ ◆ ◆
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jhttp://www.microsoft.com/workshop/author/newfeat/samples/style_ex.htm

<SPAN STYLE>のあとの文字列に黄色のマーカーが付けられる。

こんな風に使ってみよう

ページの背景に好みの色を使う
のは、HTMLでは基本的なテクニ
ックだ。このコーナーの読者なら、
ページの背景がグレーのままなん
てことはまずないだろう。それで
は左の画面を見てほしい。なんと
丸で囲んだ部分の文字の背景だ
けが黄色になっている。マーカー
を塗ったような面白い効果だ。画
像や表を使えばできそうな気がす
るが、ユーザーがフォントサイズ
やウィンドウの大きさを変えたら
もうアウトだ。となると「ここの
背景だけこの色で」と指定する
HTMLを使うしかない。「そんな
のあったかなぁ？」という人のた
めに今月のTIPS＆TRICS第一弾
を紹介しよう。

せっかく文字列の背景色を変えられるのだか
ら、マーカー以外の効果も工夫してみたい。タ
イトルと組み合わせた「ラベル」のような効果
や、短い線と組み合わせた「プラカード」のよ
うな効果と、用途はさまざまだ。

バナーとして、画像の代わりとしてなど、用途はさまざまだ。

文字にマーカーを付ける

<SPAN STYLE="background: yellow">

These letters' back ground is Yellow!

</SPAN>

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS
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「たったこれだけで段組が！」と驚いてしまう。

<MULTICOL>は段組を設定するための便利な

HTMLタグだ。記述の仕方は次のとおりだ。

・「COLS」の数値は段組の数を表す。

・「WIDTH」はすべての段組を合わせた広さが

ページの何パーセントを占めるかを表す。

・「GUTTER」は段と段の間を何ピクセル空ける

かを表す。何も指定しないと10ピクセルの

間隔が空けられる。

上記の3つの数値さえ決めてしまえばOKだ。ま

た、<MULTICOL>とセットで使いたいタグに

<SPACER>があるが、これは

<SPACER TYPE=VERTICAL SIZE=20>

と指定すると、「SIZE」の値の行間が空けられる。

さらに「TYPE=HORIZONTAL」とすると

「SIZE」の値だけ右にインデントされる。段落や

文章の区切りに使おう。以上、これだけあれば

もう段組の作成は思いのままだ。

◆ ◆ ◆
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jhttp://home.netscape.com/comprod/products/navigator/version_3.0/
layout/examples/investment/content.html

ページに段組を使うと、雑誌
や新聞のようなレイアウトができ
る。文章が多い場合などはできる
だけ使っておきたいテクニックだ。
段組を作成するのに、通常は枠
なしの表を使うが、これがなんと
も面倒な作業だ。段の幅を調整
したり、段と段の間のスペースを
計算したりと、考えただけで「段
組はやーめた」といいたくなる。
そこで左の画面を見てほしい。正
真正銘の2段組のページだ。なん
とここでは表は一切使っていな
い。段の数や段の幅を簡単に設
定できる最新のHTMLが使われて
いる。情報量の多いページのオー
ナー必見の「一度使うとやめられ
ない」便利なTIPSを紹介しよう。

段組の中に「入れ子」の段組ができる。

<MULTICOL>応用編
<MULTICOL>タグは「入れ子」にして使え
る。たとえば、段組の中で<MULTICOL>を
指定すると、段の中にさらに小さな段組が作
られる。使い方によっては面白い効果が出せ
るぞ。

レイアウトの修正も3つのオプションを変えるだけだ。

表を使わずに段組を作る

<MULTICOL COLS=2 WIDTH=90% GUTTER=50>

ここに文章が入ります

</MULTICOL>

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS
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難解なタグが並んでいるが、先程も述べたよ

うにアクティブXコントロールパッドを使えば、

これらのタグのほとんどが自動的に入力される。

ここでのポイントは

CODEBASE="http://www.vivo.com/ie/vvweb.cab"

の部分だ。「CODEBASE」のあとにアクティブX

コントロールのセットアップファイルの場所を指

定する。インターネットエクスプローラはこの情

報をもとにオートインストールを行っていたのだ。

この例では「vvweb.cab」がセットアップファイ

ルにあたる。さて問題はこの情報をどこで入手す

るかである。実は、これはそれほど難しい作業で

はない。まず、使いたいアクティブXコントロー

ルに対応したサイトにアクセスする。そこで「ソ

ースの表示」を選択してHTMLを表示させる。

この中から「CODEBASE」探せば、セットアッ

プファイルの場所が見つかるはずだ。アクティブ

Xコントロールパッドで作成したら「CODEBASE」

を探しに行こう。

◆ ◆ ◆

INTERNET magazine 1997/2 309

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS

33

jhttp://www.vivo.com/ie/sample.htm

ぺージの上で右クリック、「ソースの表示」でHTMLが見える。

インターネットエクスプローラ
でアクティブXコントロールを使
ったサイトにアクセスすると、い
わゆるオートインストールが始ま
る。最近ではVivoアクティブやフ
ューチャースプラッシュなど、意
外と手軽に使えるコントロールが
発表され、自分のページにこれら
を使う機会が増えてきた。となる
と、やはり自作のサイトもオート
インストール対応にしておきたい。
ページの作成はアクティブXコン
トロールパッドを使えばいいが、
これだけではオートインストール
対応にはならない。というわけで
「コンポーネントをインストールし
ています」のメッセージを出す
COOLなTIPSを紹介しよう。

オートインストール対応のページを作る

<OBJECT>を使うなら<EMBED>も忘れずに。

ネットスケープのために
ここでもう1つ、アクティブXコントロールを
使う際の気の利いたタグを紹介しよう。上図
のタグの<EMBED SRC>の部分に注目してほ
しい。これを書いておくとネットスケープでも
このページのコンテンツが見られるようになる。

d
<OBJECT CLASSID="clsid:02466323-75ed-11cf-a267-0020af2546ea#Version=1,0,0,0"

WIDTH=176 HEIGHT=144
CODEBASE="http://www.vivo.com/ie/vvweb.cab">
<PARAM NAME="URL" VALUE="../videos/msoft.viv">
<PARAM NAME="AUTOSTART" VALUE="TRUE">
<PARAM NAME="VIDEOCONTROLS" VALUE="ON">
<EMBED SRC="../videos/msoft.viv" width=176 height=144 autostart=true>

</OBJECT>
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このTIPSのポイントは次の2行に集約されて

いる。

BORDERCOLORLIGHT="green" 

BORDERCOLORDARK="blue"

先に述べたように、表の外枠は2つの色を使って

立体感を出すようになっている。通常は明るい部

分が銀色で、影の部分が濃い灰色だ。上のタグ

にあてはめると、「BORDERCOLORLIGHT」で

明るい部分の色を、「BORDERCOLORDARK」

で暗い部分の色をそれぞれ定義することになる。

この2つにどんな色を指定しても構わないが、上

の例のようにまったく違う色を使うと立体感はな

くなる。反対に明暗それぞれの色に同系の色を

指定すると、ページからぐんと浮き上がって見え

るはずだ。デザインによって、使い分ければいい

だろう。

もう1つ、このテクニックを使う場合は、

「BORDER」の値が大きな決め手となる。立体

感を出すなら「3」以上を指定しよう。これで好

みの色で表の陰影を付けるテクニックも自由自在

だ。

◆ ◆ ◆

2つの色に何を選ぶかがこのTIPSの決め手だ。
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jhttp://www.3rdplanet.com/~nivek/tblfrm.htm

まずは左の画面を見てほしい。
色とりどりの表が並んでいる。セ
ルに色を付けるためのHTMLは以
前からあって、今では多くのペー
ジで見かける。さて注目は一番下
の表だ。外枠の部分が青と緑の2
色になっている。通常は、この部
分は銀色と灰色の2色を使って立
体的に見せている。これまでの
HTMLではこの色を変えることは
できなかったはずだ。そのため、
ページのデザインによっては、こ
の銀色の枠が「野暮だなぁ」と感
じることも少なくなかった。もし
この陰影の2色が自由に決められ
たら。考えただけでもワクワクす
るこのテクニックが今月のラスト
TIPSだ。それでは紹介しよう。

好みの色で表の陰影を付ける

色付きの枠線で作ったカラフルなボタン。

こんな使い方もできる
表はセルの中に文字を入れないと、ピラミッド
型のボタンのようになる。これに色を付けれ
ば、カラフルなアイコンの出来上がりだ。上図
の例では「CELLSPACING」を3に「BOR-
DER」を15にそれぞれ指定した。文字を右に
配置するための「ALIGN=LEFT」を忘れずに。

<TABLE  BORDER=1 
BORDERCOLORLIGHT="green" 
BORDERCOLORDARK="blue">

ここに通常の表を定義します。

</TABLE>

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS
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HTMLはイマジネーションが勝負だ。頭の中で

「こんなページを作りたい」と思い浮かべたことを、

具体的にどのタグをどう使って実現していくか。なんといってもここ

が一番面白い。タグ本来の用途に縛られず、柔軟な発想を持つこと、

これはもう「パズル」の世界といってもいいだろう。そこでHTML

TIPS＆TRICKSでは毎回いくつかのHTMLパズルを出題して、皆さ

んになぞ解きに挑戦していただくことにした。トリックが分かったらす

ぐに解答を送ってほしい。正解者にはダイレクトプラスを発行させて

いただく。なお、答えは来月のこのコーナーで発表する。それでは頭

をやわらかくして、今月のテーマ“空間を制する”にチャレンジ！

今 月 の テ ー マ

空間を制する
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HTMLパズルに挑戦しよう
隠されたトリックを解き明かせ！

「HTMLパズルに挑戦しよう」
宛　先
D

正解が分かった人も、分からなかった人も、
ご意見、ご感想など何でもOK、次の宛先
にメールしよう。用件の欄には必ず

「HTML TIPS＆TRICKS」
の1行を忘れずに。あなたの挑戦を待つ！

mip-cdrom@impress.co.jp

行間を自由自在に
あやつるには

HTMLでページを作成する際に、「行間」を気にしたことはあるだろう

か。実は読みやすいページと読みにくいページの分かれ目はこの「行間」

にあるといっても過言ではない。びっしりと隙間なく文字の詰まったペー

ジは、ちょっと見ただけで読みたくなくなる。とはいっても<BR>や<P>

タグで1行空けると、行間が広くなりすぎて体裁が悪くなる。そこで問題

だ。“行間を自由自在にあやつるには？”左図では上から下に行くに従っ

てだんだんと行間が詰まっていて、最後は文字のサイズの半分以下まで

縮まっている。ブラウザーはネットスケープだからスタイルシートは使っ

ていないはずだ。さて、このトリックは何だろう？

それぞれの行間には空白の1行が挿入されている。
この1行のサイズを変えられたら……

フレームの隙間を埋めろ！

1問目はいきなり難問が登場したので、2問目は

ちょっと簡単な問題でいこう。左の2枚の図を見て

ほしい。図Aと図Bの違いはどこだろう。見て分かる

とおり左上のイメージマップの位置だ。Aは普通に

画像を貼り付けた例だが、これでは上部と左部にわ

ずかな隙間が空いてしまう。気にならないといえばそ

れまでだが、図Bではこの隙間がまったくない。こっ

ちのほうがかっこいいぞ。ではどうやって？“フレー

ムの隙間を埋めろ！”次はこの問題にチャレンジだ。

Q U E S T I O N

2

Q U E S T I O N 1

あるタグを使って、
その値を「0」にすると……

ヒ
ン
ト

ヒ
ン
ト

図B

図 A
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